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ナノサイズの機能性分子材料を柔らかい基材上に
高度かつ精緻に構造制御する独自のナノプロセス技
術により、極薄・超軽量のフレキシブルエレクトロ
ニクスを実現してきました。この技術を活用するこ
とで、細胞活動に伴う生体電位（脳波、筋電、心電
など）を低ノイズ・高増幅率で計測できる世界初の
超薄膜フレキシブルセンサシステムの開発に成功い
たしました。装着感・違和感なく皮膚に貼り付ける
ことができることから、自然な日常生活の中で、脳
波を含む様々な生体活動電位をワイヤレスで計測す
ることができます。

特徴・独自性

デジタル技術を活用した新しい常態が日常生活へ
急速に進展する中で、ヘルスケア・医療・介護にお
いても新しい取り組みが加速しています。例えば、
自宅にいながら、高度なヘルスケアデバイスにより
日常の健康情報（Personal Health Record：PHR）
を取得するなど、次世代のヘルスケア・医療には高
度でありながら、手軽な生体計測センサが欠かせま
せん。私共の研究開発は、生体情報を正確に可視化
する“生体デジタルトランスフォーメーション

（DX）”の端緒となり、次代に求められる遠隔医療・
ヘルスケアに貢献してまいります。

研究の先に見据えるビジョン
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